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近年、仮想通貨とブロックチェーン技術の普及が急速に拡大しています。しかし、ブロック
チェーン技術によるブレークスルーを約束したプロジェクトがありながら、実際的な成果未
だにないのも事実です。現在、ブロックチェーンの採用で、もっとも一般的なのは、「トー
クナイゼーション」と「オフチェーンのアプローチ」です。しかし、そのトークナイゼー
ションも、オフチェーンアプローチも、ナカモトサトシが描いたビジョンとはかけ離れてい
るため、多くのブロックチェーン愛好家が複雑な感情を抱いています。



この問題の主要な理由は、開発の困難さにあります。トークナイゼーションで開始するプロ
ジェクトの多くは、実際に独自のシステムを開発する時点までは至りません。テクノロジー
企業の革新的なソリューションは、部分的に不完全であり、それぞれのブロックチェーンの
広範な使用可能性の観点から制限されています。実際、市場には分散アプリケーションの需
要があります。それでも、市場はセキュリティと安定性の問題を抱え続けており、仮想通貨
の実用化において画期的な結果をほとんど生み出すことができませんでした。



従来のブロックチェーンプロジェクトにとって、人気集めのマーケティングが主な活動でし
たが、ILCOIN開発チームの戦略的・開発的アプローチは、これらのプロジェクトは大きく
異なります。同プロジェクトは、技術革新にコミットしていて、長期目標の重要性を主張し
ます。安全性と効率性に重点を置くことで、外部要因への依存を最小限化を実現します。安
定性の価値は、ILCOINの所有者が投機的な結果によってもたらされる短期の相対的な利益
を無視して、開発生産性のサポートにコミットしているコミュニティを生み出します。



ILCOINブロックチェーンプロジェクトの開発チームの目標はユニークなものです。ILCOIN
の価値（SHA-256、PoW）を、ブロックチェーンテクノロジー自体の利用機会を通じて表
現することです。言い換えれば、究極の目標は、ILCOINが、その優れたセキュリティと安
定性により実際に使用されることで、ILCOINの仮想通貨が持つ本源的な価値に反映すると
いうものです。オンチェーンベースのデータストレージや関連するスマートコントラクトシ
ステムなどの、現実的で合法的な使用が、ILCOINを所有する人は安定してビジネスで利用
できることを表します。このアプローチにより、ILCOINの重要性のレベルが変わり、短期
投機目標を控えることにより、プロジェクトは市場の他の競合他社ではまだ利用できない革
命的な仮想通貨の実用を実現します。
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ILCOINはハイブリッド分散アプローチを採用しているため、ユーザーが安全に利用できま
す。ILCOINの基板は、コマンドチェーンプロトコル（C2P）とRIFTプロトコルが形成して
います。その基板でILCOINの分散型クラウドブロックチェーン（DCB）を構築して運用で
きます。ILCOINの分散型クラウドブロックチェーンは、オンチェーンベースのデータスト
レージソリューションを提供する世界初のプロジェクトとなります。この未来的なテクノロ
ジーは、いずれデータストレージは、主にブロックチェーンベースで統合されることを仄め
かす。



ILCOINの分散型クラウドブロックチェーンでは、すべてのパートナーが、アクセスしやす
いシステムで、データを安全に保存できます。プラットフォームに保存されたデータの安全
性は、ILCOINブロックチェーンを実行している安全な分散型ブロックチェーンネットワー
クによって保証されます。データ管理用に作成されたパートナーノードシステム
は、ILCOINのマイニングによって提供されており、マイニングプロセスを複数の機能に利
用できるようにすることで、コスト効率を確保します。ILCOINの仮想通貨は、世界で最も
優れたオンチェーンデータストレージシステムである「ILCOINネットワーク」の基盤で
す。

同期ノードへの均一なアクセスにより、誰もがILCOINのネットワークに参加できます。防
御アプローチを採用する、世界初の仮想通貨は、多くの人にビジネスあるいは経済上の利益
をもたらすでしょう。これまでで最も高度なブロックチェーンセキュリティと、分散型のオ
ンチェーンベースのデータストレージをもって、ILCOINは、今日の投機的環境から自身を
削除し、ブロックチェーンテクノロジーが誕生した時のような、かつてビットコインが持っ
ていた価値を復活させます。
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ilcoincrypto.com


